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Japanese Red Cross Society SHIZU0KA

2□ 23特別号

近年、大雨災害をはじめとする自然災害が頻発 しています。

赤十字は、大規模災害からいのちと健康を守るために

災害に備える活動を続けていきます。

赤十字活動を行 う資金にご協力をお願いいたします
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いざという時にすぐ動くために」
日本赤十字社静岡県支部は、県民のみなさまからのご」

この備えが台風第15号災害におけd

災害救援品の整備 赤十字救急災害救護訓練の実施

災害はいつ発生するか分かりません。災害発生時に

迅速かつ的確に任務を遂行できるよう救護活動に必

要な知識と技術を習得し、近隣の日赤各県支部との

連携を強化します。

訓練の様子

被災者にいち早く届けられるよう、災害救援品を備蓄

しています。令和5年度は、頻発する水害に備え、タオ

ルセットを整備します。

●バスタオル1枚 ●フェイスタオル2枚 ●ハンドタオル2枚

いのちを守る手当や心肺蘇|

するため、講習を開催してし1

令和5年度は、救急法等のヨ

の方に受講いただけるよう1

心肺蘇生の実技の様子

+4. -

地域の備えの一つとして、赤十字講習を開催しています。自治会や職場で開催できま

C避難所
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災害時高齢者生活支援講習



赤十字活動をご支援ください。
付を原動力に、災害救護に備える活動を行 っています。

円滑な救護活動につながりました。

法等の普及 青少年への防災教育の実施 炊き出しの普及

災害時に炊き出しを円滑に行えるよう、炊き出し釜等の

資器材の整備や、炊き出しリーダーを養成しています。

リーダーは、包装食袋を使った炊き出しの知識を広め、

災害時には炊き出しの指導を行います。

炊き出しの様子

:な どの知識と技術を普及

:す 。

習を約680回 、25,500人

り組んでいきます。

子どもたちの防災力を高めるために、青少年赤十字

加盟校(園 )の 園児・児童。生徒を対象に赤十字オリジ

ナル教材を通して災害時の身の守り方などの対応を

広めています。
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赤十字オリジナル教材
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被害のあった各市町ヘ

タオルセットをはじめとする

災害救援品を速やかに

届けることができました。
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タオルセット  1,364個
下着セット(男女)116個

毛布      62枚
緊 急 セ ッ ト   59セ ッ ト

(被災下での生活に役立つ携帯ラジオ、

懐中電灯、歯ブラシ等)
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各市町における講習開催の

申し込みはコチラ

赤十字減災セミナー
日赤静岡 請習依頼災害への備えについて 難
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被害状況などの

情報収集

災害救援品の

配付
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日本赤十字社静岡県支部の活動は、災害救護関連活動の他にも地域のみな

さまをはじめ多くの方々の「いのちと健康を守る」ためにあります。

″

災害時に、いち早く救護班等を派遣し、

救護活動が実施できるよう、人材育成、

機材整備、救援品備蓄等を行い、常に

災害に備えています。

各種奉仕団を組織し、災害時だけでな

く、日常生活でも特技や技術を活かし、

地域で活動できるボランティアリー

ダーの育成等を図っています。

大切ないのちを救いたいという思いに

基づき、「救急法」「水上安全法」「幼児

安全法」「健康生活支援講習」などの講

習を行っています。

園児・児童・生徒に赤+字 の精神を伝

え、やさしさと思いやりの心を育む事業

です。「気づき・考え。実行する」という

態度目標を大切に活動しています。

県内5つ の赤+字病院は、救急医療や

地域に根ざした医療を行っています。

また、災害救護活動に対応できる看護

師を養成しています。

病気等で輸血を必要とする人々を救う

ため、献血のご協力を受け、安全な血

液製剤を24時間体制で医療機関へお

届けできるよう、支援しています。

世界的ネットワークを活かして、紛争や

自然災害による被災地への緊急支援、

中長期的な復興支援を行うための職

員派遣や事業を行っています。

==広 報紙について ==
「赤十字しずおか」は、日赤静岡県

支部のWEBサイトからもご覧い

ただけます。

設置。配付いただける場合は組織

振興課までお問い合わせください。

|ロロヨD054‐ 252‐ 8131

バックナンバー、

お問い合わせ

フォームはコチラ
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■活動の管理運営のために

85,641

■施設管理のために

49,328

赤十字活動の理解促進のために

22,799

■赤十字奉仕団 .青少年赤十字・

国際活動のために

24,351

■会員への加入促進のために

一27,632

×災害発生時に受け付ける「義援金」は、全額か配分委員会を通して被災した方に届けられます。

遺贈 (遺言によるご寄付)

相続財産寄付を

承っております。

β

静岡県支部

近年、「自分が築いた財産を社会のために役立てたい」「故人の遺産を社会に役立ててほしい」という

尊いお申し出をいただいております。詳細をご希望の場合は、ご案内のパンフレットをお送りします

ので、静岡県支部 (下記)ま でお問い合わせください。

※日本赤十字社への遺贈・相続財産寄付は相続税がかかりません。

令和3年度は、総額5401285千 円の事業を行いました。このうち9割以上

はみなさまからの寄付によるものです。ご協力ありがとうございました。

(単 位 :千 円 )

■救護・救援活動のために

153,721

■市町の赤十字活動のために

77,329

■医療事業・救護看護師養成のために

58,378

■いのちと健康を守る知識と技術の

普及活動 (赤十字講習)のために

41,106

〒420‐ 0853静岡市葵区追手町44-17
TEL 054‐ 252-8131 https://www.1「 c.or.ip/chapter/shizuoka/

災害救護活動 赤十字講習 医療事業 0看 護師養成 国際活動

赤十字奉仕団 青少年赤十字 血液事業
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総額

540,285
‐

15,9%

28.5%

9■ %

14.3%

10.8%
ス0%

日本赤十宇社 この印刷物は、みなさまからいただいた資金で作っています。
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